
だからSDGs
だれかの笑顔につながる

食の安全「基本のお話」

■飢餓はますます深刻に
●世界の栄養不足人口は８億2,800万人（2021年）
　栄養不足蔓延率は、2019年から2021年の間に8.0%から9.8％に悪化しています。

●世界の５歳未満児のうち、22%が栄養不良による発育阻害　（2020年時点）
●新型コロナウイルス感染症の影響により、新たに7000万～１億1600万人が飢餓を経験
　（国連の「SDGs報告2021」より）

■飢餓の主な原因は、気候変動と世界人口の増加
●気候変動
　洪水や干ばつなどが原因で、食料生産ができない地域が増えています。
　日本では、気温上昇により栽培適地が変化し、生産量の減少や品質低下が発生しています。

●世界人口の増加
　世界人口は、2022年現在で80億人。増加が続いていて、2058年には
約100億人に達するといわれています。

■気候変動への対応と生産性（単位当たり収量）向上を実現する品種改良
　近年の品種改良は、美味しさや病気への耐性だけでなく、高温へ
の耐性や倒れにくさ、豪雨や台風に強い品種など、気候変動に対応
した品種と収量を向上させる品種の開発がすすんでいます。
　その品種改良の技術の一つがゲノム編集技術です。

　バイオテクノロジーの一種である遺伝子組換えやゲノム編集技術などは、生物の遺伝資源を利用して、健康向上や
食料増産、環境保全をめざすことに役立てられています。
　SDGsの目標２「飢餓をゼロに」では、食料の安全保障や栄養不足の改善を実現し、持続可能な農業を促進する
ことをめざしています。その目標達成には、バイオテクノロジーをはじめとした先端技術の活用は不可欠です。

「サステナビリティレポート2023」を発行しました！

ゲノム編集食品を理解するためのお話　４回シリーズ

　　  ゲノム編集技術はSDGsの目標達成に貢献

■サステナビリティレポートとは？
　企業や組織が、持続可能な社会の実現に向けて行った活動に関する報告書で
す。いずみ市民生協では、持続可能な社会の実現に向けて、自ら果たすべき社会
的責任を７つに整理し、レポートもその順に沿ってわかりやすく報告しています。

■内容を少しご紹介
　いずみ市民生協では、SDGsに関して３つの優先課題を設定しています。いずみ
市民生協のエシカルな商品の普及実績や、事業活動による年間のCO₂の排出量、
平和の取り組みなどに関して、2022年度の取り組み結果を中心に報告しています。

第110回

参考文献：農研機構
「バイオステーション」

「世界の食料安全保障と栄養の現状：2022年度版」より

5月度累計リサイクル回収率

2023年度
回収率

56.8% 20.4%

宅  配 店  舗

トレーの
回収率は算出
していません

①カタログ ②内袋（※） ③牛乳パック ④たまごパック ⑤発泡トレー ⑥ペットボトル

回収部門

40.1% 30.8% 22.2%

宅配・店舗

※内袋のシールは剥がして出してください。  　                                            引き続きリサイクルへのご協力をお願いします！

広げよう、
地球に
イイこと

（2022年度 57.0%）（2022年度 23.5%）（2022年度 46.7%）（2022年度 37.1%） （2022年度 17.8%）

第１回

世界の食料安全保障と
栄養の現状（2022年報告）

国連
「世界人口推計2022年版」

●次回以降の内容：第２回 育種・品種改良／第３回 ゲノム編集技術とは／第４回 間違った情報や誤解

内袋のシール除去にご協力ください

はたらく喜び   くらしに笑顔はたらく喜び   くらしに笑顔
いずみ市民生協グループの関連会社２社は、このコーポレートスローガンを
かかげて、障がい者の自立支援と雇用促進を積極的にすすめています。

いずみ市民生協グループ

㈱ハートコープいずみでは、組合員さんからリサイクル
として回収している内袋の圧縮作業を行っています。機
械も新しく買い替え、機械操作や作業も楽になりました。
内袋には、異物の混入があったり、シールが貼ってある
ものがあります。異物が混入すると回収業者に買い取っ
てもらえないので、しっかりと確認しています。また、シールが付いていない方が
買い取り価格も高くなるので、丁寧に分別しています。これからの循環型社会をめ
ざして、手間がかかっても、質の良いものを製造するために日々頑張っています。

（株）ハートコープいずみ

　いずみ市民生協グループが、どのような社会的責任の取り組みを行ったかを報告する、「サステナビリティレポート
2023」を発行しました。ホームページでも公開していますので、ぜひご覧ください。

「サステナビリティ
レポート2023」は、
こちらからご覧
いただけます。

圧縮完了！
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